
個人投資家向け 会社説明会

202４年 8月３１日

岡本 総一郎

代表取締役副社長



▍ 本日のスピーカー
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自己紹介

岡本 総一郎 （おかもと そういちろう）

1963年8月 生まれ

1993年３月 ㈱協進（現㈱ケーエスケー）入社
2008年７月 ㈱ケーエスケー ＩＲ・広報部長
2013年７月 同社経営戦略部長
2014年６月 同社執行役員
2016年４月 同社社長室長
2016年４月 当社経営企画部ＩＲ担当部長
2017年６月 ㈱ケーエスケー取締役社長室長兼営業本部長補佐
2018年６月 同社代表取締役社長（現任）
2018年６月 当社取締役〔ＩＲ担当〕
2019年６月 ㈱バイタルネット取締役（現任）
2020年６月 当社代表取締役副社長

〔コーポレートコミュニケーション担当〕（現任）
202２年１０月 当社サステナビリティ委員会 委員長（現任）



▍ 本日の内容

１．当社の紹介

２．中長期の成長戦略

３．202５年3月期 通期業績予想と株主還元策の強化
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当社の紹介
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１.



▍ 当社概要
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設 立 2009年4月1日 株 式 東証プライム（証券コード：３１５１）

資 本 金 50億円 配当利回り ３．３％ （2024年7月31日時点）

売 上 高 5,874億円 （2024年3月期） グループ従業員数 3,705名 （2024年3月31日現在）

企 業 理 念 「私たちは、健康で豊かな社会の実現に貢献します」

医薬品卸売事業

薬局事業・コンサルティング事業

※ 持ち分法適用会社

動物用医薬品卸売事業 その他事業

農薬卸売事業・介護事業・スポーツ関連施設運営等



▍ 医薬品卸売事業会社の営業エリア
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設立 ： 1950年2月

エリア ： 東北6県・新潟
東京、埼玉、栃木

売上高 ： ２，829億円

拠点数 ： 物流センター ４か所

支店・営業所 53か所

得意先 ： 約２０，０００軒

設立 ： 1962年7月

エリア ： 近畿2府4県

売上高 ： ２，812億円

拠点数 ： 物流センター ３か所

支店 ３２か所

得意先 ： 約２２，０００軒

設立 ： ２０１４年１月

エリア ： 北陸３県

※ 持ち分法適用会社



▍ 医薬品卸の役割

医薬品卸

医療用医薬品

一般用医薬品

病院／診療所

保険薬局

薬局／薬店

医療用医薬品直販（後発医薬品の一部）

大衆薬 直販

96％

4％

48％

52％

約181,000軒

約61,000軒

約13,000品目

製薬企業 患 者
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▍ 各経営指標の推移
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単位：百万円 単位：百万円 単位：百万円 単位：円

■ 連結売上高 ■ 連結経常利益 ■ 連結当期純利益とEPS
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中長期の成長戦略2.



（１） 資本コストを意識した経営
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中長期の成長戦略2.
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▍ 当社PBR1倍までのロードマップ ※2023年12月26日公表

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年

第 ８ 次 中 計

売上高当期利益率の向上 総資本回転率の増大 財務レバレッジのコントロール

第 5 次 中 期 経 営 計 画 第 ６ 次 中 期 経 営 計 画 第 ７ 次 中 期 経 営 計 画

ROE実績 ５.7％ ROE目標 5.8％ ROE6%台を目指す ROE７％台を目指す ROE 8％以上

株主資本コストの低下 期待成長率の増大

R O E 向 上 策 の 継 続

P E R 向 上 策 の 継 続

2031年度目標

PBR 1倍以上

利益の持続的な成長とともにROEを向上させ、かつ株主資本コストの引下げにも取り組む
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▍ 当社のROE向上策

■ コア事業の収益力の向上
・ 事業別・得意先別営業利益管理の徹底
・ より高度なサプライチェーンの構築
・ 医療用医薬品以外の販売強化
・ DX推進による生産性の向上
・ 物流拠点の統廃合と人員の適正配置

■ ノンコア事業の拡大や事業継続の見極め
■ 新規事業の育成やM&Aの展開

・ 3PL事業の拡大と周辺事業の開拓

■ CCC（注）を意識した債権・在庫・債務月数の短縮
■ 遊休不動産の処分
■ 政策保有株式の処分

■ 株主還元策の強化
■ 最適資本構成によるBSコントロール

ROEの向上

売上高当期利益率の向上

総資本回転率の増大

財務レバレッジのコントロール

（注）CCCはキャッシュ・コンバージョン・サイクルの略。
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▍ 政策保有株式の処分

 2031年度に向けて、政策保有株式の毎年度の処分額を増やす
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▍ 配当金と総還元性向の推移

総還元性向（％）配当金（円）

2023年3月期からの株主還元策

・総還元性向 ： 50%以上
・配当方針 ： DOE２％以上



（2） ケーエスケーの取り組み
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中長期の成長戦略2.
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VISION2020  (2020年までになりたい姿）

2020年まで私たちがめざしていた姿
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VISION2025  (2025年までになりたい姿）

日々変化する地域医療において、変わることのない人々の健康への願いを叶えるため、
私 た ち は 近 畿 の 医 療 に 関 わ る さ ま ざ ま な 事 業 活 動 を 通 じ 、 社 員 一 人 ひ と り が
更なる探究心を持ち、チームケーエスケーとして、あらゆる可能性にチャレンジし続けます。

地域に寄り添う、健康スペシャリスト企業へ
K S K
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ケーエスケーの取り組み ①

地域の医療連携を加速させる

エリア・パートナーの活躍
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“いつまでも安心して暮らせるまちづくり”をサポート

ケーエスケーだからこそできる「住みよいまち」づくり
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“エリアパートナー” 独自性の高い取り組み

• コミュニティ community 共同体、集まり

• エリア area 地域

• チェーン chain 鎖、鎖のようなもの

• サークル circle 同じ趣味・研究をする

者の集まり

• パートナー partner 共同で仕事をする相手

• サポーター supporter 支持者、後援者

• コーディネーター coordinator

物事を調整する役の人

・インストラクター instructor

指導をおこなう者

ＡＰ（Area Partner）
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小さな顔の見える会（ＡＰ連絡会）

小さな顔の見える会（ＡＰ連絡会）

※ＡＰとはエリアパートナーの略

地域連携室

地域医療連携室、医療連携科、
患者支援室、連携センター など
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府県別 グループ数 職種別 参加割合（ケーエスケー除く）

滋賀県

62 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

[2024年７月末日 現在]

京都府

136 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

兵庫県

281 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

大阪府

261 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

和歌山県

44 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

奈良県

25 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

医師 887名 介護士※1 211名

訪看 882名 地包支C 215名

薬剤師 1,167名 その他 1,660名

ケアマネ 1,559名 ケーエスケー 485名

合計 6,581（＋485）名

医師

訪看

薬剤師

介護士

地包支C

その他

2府4県 809 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ケアマネ

※1 介護福祉士＋ヘルパー

13.5%

13.4%

18.1%

23.7%3.2%

3.3%

25.2%

小さな顔の見える会（ＡＰ連絡会）
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ＡＰ連絡会 当日の様子
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ケーエスケーの取り組み ②

女性特有の疾患・健康課題解決への挑戦

ウィメンズ ヘルスケア ソリューション部（WHS部）の始動
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女性特有の病気の総患者数（年齢階級別・令和２年）

出典：内閣府男女共同参画局 令和6年版男女共同参画白書

女性特有の病気は
２０歳から５０歳代の
働く世代に多い
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更年期障害にかかわる症状への対処法

45.5%

4.5%

2.0%

7.7%

10.4%

16.7%

16.9%

26.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

特に上記のようなことはしていない

それ以外の治療・対処をしている

仕事を辞めた・別の仕事に転職した

仕事の量や時間、働き方（在宅勤務など）を調整している

家事・育児・介護などの時間や量を調整している

病院や診療所に行っている

ひどい時は休暇をとっている・休んでいる

市販の薬や漢方、サプリメントを飲んでいる

更年期障害にかかわる症状がみられ、更年期障害だと思う40～59歳女性（n=1,055)

出典：内閣府男女共同参画局 令和6年版男女共同参画白書



【ウィメンズ ヘルスケア ソリューション部 ロゴデザイン】

健やかに育つ植物を女性に見立てたデザイン

女性に関わる新事業において、地域にしっかり根付き新事業が

広がっていく様子を植物のフォルムになぞらえて表現
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ウィメンズ ヘルスケア ソリューション部の活動

医薬品 フェムテック疾患啓発・情報提供

働く女性が人知れず体調不良を我慢することなく

健康的で活き活きと活躍できる社会づくりに貢献します
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LED関西への参画

出典：公益財団法人大阪産業局 女性起業家応援プロジェクト＆ネットワーク運営事務局



出典：公益財団法人大阪産業局 女性起業家応援プロジェクト＆ネットワーク運営事務局
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ケーエスケーの取り組み ③

物流課題への挑戦
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災害時・へき地 医薬品搬送課題への取り組み

いつ、いかなるときも
必要としている人たちにお薬を届けたい
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近畿2府4県 過疎関係市町村数

滋 賀 県 19 2 0 0 2

京 都 府 26 10 7 1 2

大 阪 府 43 1 1 0 0

兵 庫 県 41 10 7 0 3

奈 良 県 39 18 18 0 0

和 歌 山 県 30 18 15 2 1

2 府 4 県 合 計 198 59 48 3 8

全 国 合 計 1,718 817 647 25 145

調査日　平成２９年４月１日時点

都道府県名

出典：厚生労働省 「過疎対策の現状と課題」より

過疎市町村
みなし過疎

市町村
一部過疎を有する

市町村

過疎関係
市町村数計

市町村数計

■ 過疎関係市町村数

近畿において、和歌山県 ・ 奈良県 が深刻な過疎、無医地区の課題エリアとなっている
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区分 参画者

医療機関

行政・自治体 和歌山県 日高川町

企業

ドローンによる長距離医薬品配送の実証事業

現状（FY2023）

第１回目 実証実験の検証

第２回目 実証実験の検証

将来構想（FY202x）

X
X

◎医薬品配送は平時 / 緊急時ともに

陸路にて運送

◎共同検証プロジェクトの立ち上げ

◎レベル２飛行によるドローン活用に

向けた実用性確認

◎次回以降実施予定としている

レベル4飛行での検証に向けた課題抽出

◎ドローンのレベル3相当飛行による

医薬品配送の実用性確認

◎へき地医療機関への長距離飛行の可否

◎次回以降のレベル4飛行に向けた

課題抽出

◎複数のドローンが都心/へき地を問わず、

利用者が必要なタイミングで速やか、

かつ安定的に医薬品の共有が行える状態
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2023年10月24日（火）、和歌山県日高川町での実証実験の様子がメディアにも取り上げられました。

㈱KSKwebサイト
ドローンを用いた医薬品配送の
実証実験を実施、メディア掲載のご案内

実証実験当日のようす
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医薬品物流を取り巻く環境変化や課題

効率性の向上や省人化の必要性

・物流2024年問題
・労働力不足、人件費・物価高騰

高品質な物流管理体制の必要性

・GDPガイドライン準拠
・製薬企業からの物流品質要求

相反する
課題

 庫内業務 人時生産性UP
※1時間当たりの出庫個数

 配車システム活用による配送効率UP

 品質保証部の設置と社内教育体制

 ISO 9001認証取得に向けた取り組み

コ
ス
ト
抑
制

コ
ス
ト
増
加
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物流センター庫内業務 人時生産性UP

物流センターKPI 人時生産性改善目標

物流拠点 人時生産性改善目標

大阪物流センター ８％UP

兵庫物流センター ６％UP

京都物流センター ８％UP

3物流センター合計 ６％UP
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配車システム活用による配送効率UP

従来のルート配送を廃止し、配車システムを活用した効率的かつ最適な配送体制を構築

配車システム

配送物

配送物

B

A B

C

D E

C

D E

A

今後：物量に応じた最適なルート編成

物量に応じて配送物を割り振り、配送ルートを算出

物量にかかわらず、定められたルートに従って配送

ルート
算出

現状：ルート配送
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品質保証部の設置と社内教育体制

Good Distribution Practice

医薬品の適正流通基準

GDP

手順書の整備と社内運用

従業員への教育

温度状況の把握

防虫・防鼠対策の実施

薬事統括部

販売情報監督部

薬事管理部

品質保証部

2023年7月
組織図
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高品質な物流体制の確立

【品質方針】

顧客に安全で高品質の医薬品をお届けするため、品質目標を定め、

法令を遵守し、医薬品物流サービスの品質システムを継続的に改善

ＩＳＯ
9001

【ＩＳＯ認証の準備】

ＧＤＰを適用したＩＳＯのマネジメントサイクルを構築。

外部機関の講師にて、ＧＤＰを絡めたＩＳＯ規格研修、内部監査員養成研修を実施。

ＩＳＯ内にＧＤＰの運用を盛り込む事でＧＤＰガイドラインの遵守を強化。

外部審査による評価されることで継続的改善を実施

ＧＤＰ ※ 現状の当社GDPをアップデート



2025年3月期 通期 業績予想
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3.
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単位：百万円、%
▍2025年3月期 通期業績予想

2024年３月期 実 績 2025年３月期 予 想

金 額 売 上 比 金 額 売 上 比 増 減 額 前 年 比

売 上 高 587,481 － 590,000 － 2,519 100.4

営 業 利 益 5,556 0.95 5,500 0.93 ▲56 99.0

経 常 利 益 6,557 1.12 6,400 1.08 ▲157 97.6

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 5,843 0.99 6,000 1.02 157 102.7

ROE 5.7% 5.8%

↑売上伸長や販売政策による利益増 12億円

↓コロナワクチン配送収益と貸引戻入の消失 11億円

↓オープン化投資等による販管費増 2億円

↑政策保有株式の処分増加

↓配当金や投資収益の減少
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▍ 今期の株主還元

総還元性向（％）配当金（円） （予想）

自己株式200万株
総枠30億円の取得を予定



本資料で記述されている当社の将来の計画・戦略・業績予想などは
現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、潜在的なリスクや
不確実性が含まれています。

そのため、経済情勢・市場環境等の様々な要因の変化により、実際の事業内容や業績は
これらの見通しとは大きく異なる結果となる可能性があることを、ご承知おきください。

従いまして、当社の業績や企業価値等をご検討される際に
これらの見通しのみに全面的に依拠することは避けていただきますようお願いいたします。

また、本資料に記述するいかなる情報も、当社の株式等の購入や売却を勧誘したり
これらに対する投資をアドバイスする目的で作成されたものではありません。

投資に関するご判断は、ご自身にてお願いいたします。
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▍ 将来見通しに係る記述事項



コーポレートコミュニケーション部

TEL ： 03-5787-8550

Mail ： ir@vitalksk.co.jp

担当 ： 佐藤、南城
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▍ お問い合わせ先

mailto:ir@vitalksk.co.jp
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質 疑 応 答


